
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津宮小学校 3年生の稲刈り体験 

「江津市の有機農業がもっと知りたい！」 

「今日は有機食材を食べてみようかな」 

一人でも多くの方に思っていただけるように、 

江津市のGO-ganicに関する情報をお届けします。 

10 月 22 日、津宮小学校 3 年生が 6 月に田植えをした寺

井さんの田んぼで稲刈り体験を行いました。（田植えの様

子は Vol.19 参照）寺井さんは自家用のお米として手作業

でのお米作りにチャレンジしています。児童たちが植えた

苗は実もたわわにきれいな黄金色になっています。鎌を使

って慎重に手刈りをして、刈った稲を紐で束ねて、はで干

しを行いました。普段やらない作業に難航しつつも一生懸

命収穫をしていました。 
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体験した児童からは、「初めてだったけどこんなに楽し

いんだなと思った」「植えてから思ったよりも早く育つん

だと思った」などの感想がありました。寺井さんからは

「ケガがなく終えられて何より」というお話とここから

脱穀精米をしてみんなでできたお米を一緒に食べる話が

ありました。日頃食べるものがどのように育って食べら

れるようになっているのかを体を使って体験する良い機

会になりました。 

2026 年 11 月発行 

田植えに引き続き！ 

▷束ねた稲をハデ干しをする様子 

▷稲刈りの様子 



10 月 30 日、京都府の亀岡市でオーガニックビレッジフォーラ

ム 2026 が開催され、亀岡市は「環境先進都市」をビジョンに掲

げる一環として有機農業にも積極的に取り組んでいる都市です。

フォーラムでは、講師を招いての講演会と共にオーガニックビレ

ッジ全国集会と題して自治体や企業・団体による事例発表や、農

林水産省からの情報提供が行われて盛りだくさんな内容でした。 

 

 

 

 

 

 

こだわり野菜PRシールを活用しよう！ 

農薬や化学肥料を使用しない栽培をしている 

農産物を消費者に安心して購入してもらうため

「江津市有機農業推進協議会」で野菜 PR シール

を作成、無料配布をしています。 

栽培記録などで農薬・化学肥料 

を使用していない証明など 

いくつかの条件を満たす人に 

お渡ししています。詳しくは 

協議会までお問合せください！ 

 

オーガニックビレッジフォーラム 2026 

自治体での事例発表ではそれぞれにその土地での風土

を活かした取り組みが行われており、企業の発表では開

催されている亀岡市内の農業スクールの運営をしている

ビオかめおかなどの発表もあり、地域と連携した取り組

みの参考になりました。次回のオーガニックビレッジフ

ォーラムは奈良県の宇陀市で開催の予定です。 

  

長きに渡って有機農業を実践する生産者、

オーガニックな食や暮らしの在り方を提唱

する民間の有志メンバー、それらを取りま

とめる江津市農林水産課、三者が手を取り

合って立ち上がったプロジェクトです。イ

ベントの開催や有機農業推進に向けたいろ

いろな活動を行っています。 

詳しくはウェブサイトへ ►►► 

 

 

 

江津市有機農業推進協議会からのお知らせ 

ゴーガニックとは 

 

発行者 江津市有機農業推進協議会（江津市役所農林水産課内）TEL：0855-52-7493 

 

公式 LINE アカウント 

こちらの通信をはじめ、協議会からの

様々な情報を発信しています。 

ぜひ友だち登録してください！ 

京都府亀岡市で開催 

▷フォーラムのチラシ 

▷会場の様子 

 

自然栽培ゼミいよいよ最終回！ 

6 月に始まった GO つくる大学で開催する自然

栽培ゼミが 11 月いよいよ最終回を迎えます。

前の講座はアーカイブ受講も可能です。詳しく

は GO-ganic HP からチェックしてください！ 

 


